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平成28年度神奈川県交通安全協会事業計画

公益財団法人神奈川県交通安全協会（以下「県交通安全協会」という）

は、設立目的である「交通事故のない安全で安心な地域社会の実現」を目

指し、「平成27年度神奈川県交通安全協会事業計画」に基づき、関係機関・

団体及び地区交通安全協会と連携し、地域に根ざした各種交通安全活動を

積極的に推進した結果、昨年の県内の交通事故は、発生件数、負傷者数と

もに平成13年からの減少記録を15年連続で更新するとともに、交通事故に

より亡くなられた方も178人で、前年と比較し－７人と減少した。

しかしながら、交通事故の発生状況を見ると、高齢者が歩行中に被害に

遭う事故や二輪車乗車中の事故が高い割合を占めているほか、依然として

飲酒運転事故が絶えないなど厳しい情勢にある。

また、自転車利用者の交通ルールの無視が原因となる交通事故も横ばい

状態だが、高い割合で推移している。

本年度は、第10次神奈川県交通安全計画がスタートする初年度であり、

今後作成される同計画に基づき、県や県警察の指導を得ながら関係機関・

団体と連携し、特に、各地域の交通安全活動の拠点となる地区交通安全協

会及び交通ボランティア活動の中核をなす交通指導員との連携を密にし、

県内の交通事故情勢を踏まえ、

① 子どもと高齢者の交通事故防止

② 自転車の交通事故防止と安全利用の促進

③ 二輪車の交通事故防止

を取り組みの重点課題に位置づけ、交通安全思想の普及・啓発活動事業等

を推進する。

１ 交通安全思想の普及・啓発活動事業

歩行者、自転車利用者、自動車運転者等交通社会に関わる県民一人ひ

とりに交通安全思想が普及・浸透することを目的に、その根幹となる「交

通ルールを守る」という社会全体の規範意識の向上に資する次の事業を

推進する。

(1) 平成28年度神奈川県交通安全県民運動への積極的参加

神奈川県交通安全対策協議会が主唱する交通安全県民運動を計画的

かつ、効果的に推進する。
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○ 年間スローガン

「安全は 心と時間の ゆとりから」

○ 重点

・ 二輪車・自転車の交通事故防止

・ 子どもと高齢者の交通事故防止

・ 飲酒運転の根絶

・ 違法駐車及び放置自転車・バイクの追放

・ 暴走族の追放

・ 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の

徹底

・ 夕暮れ時の前照灯の早目点灯

・ 踏切交通事故防止

ア 年間運動

(ｱ) 交通安全ひとこえ運動

(ｲ) 自転車マナーアップ運動

〔 強化月間 ５月１日（日）～31日（火）〕

(ｳ) 高齢者交通事故防止運動

（ｴ）二輪車交通事故防止運動

〔 強化月間 ６月１日（水）～30日（木）〕

（ｵ）暴走族追放運動

〔 強化月間 ６月１日（水）～30日（木）〕

（ｶ）違法駐車追放運動

〔 放置自転車ｸﾘｰﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 10月１日（土）～31日（月）〕

（ｷ）飲酒運転根絶運動

〔 強化月間 12月１日（木）～31日（土）〕

イ 各季の運動

(ｱ) 春の全国交通安全運動 ４月６日（水）～15日（金）

(ｲ) 夏の交通事故防止運動 ７月11日（月）～20日（水）

(ｳ) 秋の全国交通安全運動 ９月21日（水）～30日（金）

(ｴ) 年末の交通事故防止運動 12月11日（日）～20日（火）

ウ 交通事故死ゼロを目指す日

４月10日（日）、９月30日（金）

エ 交通安全の日
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(ｱ) 県民交通安全の日 毎月１日

(ｲ) チリリン・デー 毎月５日

(ｳ) 高齢者交通安全の日 毎月15日

(ｴ) ゾーン30の日 毎月30日（２月を除く）

(参考)

・ シートベルトの日 ４月10日（日）

・ 自転車交通安全の日 ５月５日（木）

・ バイクの日 ８月19日（金）

オ 特別対策等

(ｱ) 交通事故防止特別対策

県内の交通死亡事故等の発生実態を踏まえて実施する「非常事

態宣言及びこれに伴う緊急対策」、「地域指定に基づく特別対策」

に対応した交通安全対策を実施する。

(ｲ) 自転車交通事故防止対策

依然として自転車利用者のルール違反、マナーの低下による交

通事故が絶えないことから、自転車利用者の交通安全意識を高め

るため積極的な広報啓発活動を展開する。

また、県内の自転車事故の発生実態を踏まえて実施する「自転

車交通事故多発地域の指定」に対応した交通安全活動を強化する。

(ｳ) 高齢者交通事故防止対策

県内の交通事故発生件数に占める高齢者が係わる交通事故の割

合が高く、高齢者の安全意識を高めるため積極的な広報啓発活動

を展開する。

また、高齢者事故の発生実態を踏まえて実施する「高齢者交通

事故多発地域の指定」に対応した交通安全活動を強化する。

(ｴ) 飲酒運転根絶対策

飲酒運転を根絶するため、家庭、職場、地域が一体となり、ハ

ンドルキーパー運動を推奨するなど、飲酒運転を「しない、させ

ない、ゆるさない」運動を展開し、飲酒運転を許さない社会づく

りを推進する。

カ 交通安全コンクール「セーフティ・チャレンジ・かながわ」への

協力

・ 参加者募集期間（予定） ４月16日（土）～６月30日（木）
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・ コンクール期間（予定） ７月１日（金）～12月31日（土）

(2) 交通安全に関する広報・啓発事業の推進

県内の交通事故情勢を踏まえ、次の広報・啓発活動を積極的に

推進する。

ア 子どもと高齢者の交通事故防止

子どもの道路交通における安全を確保するため、通学路等におけ

る見守り活動に対する支援を強化するとともに、子どもの安全・安

心を確保する広報・啓発活動を積極的に推進する。

また、今後、更に増加が懸念される高齢者の交通事故を抑止する

ため、高齢者の行動実態や交通事故の発生実態を踏まえた、反射材

等の普及促進を始めとした広報・啓発活動を積極的に推進する。

イ 自転車の交通事故防止と安全利用の促進

自転車事故の発生実態や利用時のルールとマナーについて、あら

ゆる機会を通じ、広報・啓発活動を積極的に推進するとともに、Ｔ

Ｓマーク制度の普及、反射材の着装を促進する。

特に、自転車事故多発地域については、重点的な取組みを推進す

る。

ウ 二輪車の交通事故防止

二輪車の関係する交通事故を防止するため、通勤・通学、業務、

行楽等での利用者や二輪車安全運転県大会、二輪車特別講習などの

機会を通じ、交通事故の発生実態やプロテクターの着用効果など、

広報・啓発活動を積極的に推進する。

エ ハンドルキーパー運動の推進

酒類を提供する飲食店のハンドルキーパーに対する自主的な「特

典制度（ソフトドリンク等のサービス等）」の導入や、車を使って仲

間と飲酒する場合には、仲間がガソリン代や飲食費の一部を負担す

るなどの、ハンドルキーパーへの「思いやりの文化」の形成を目指

して「ハンドルキーパー運動」の広報・啓発活動を推進する。

オ シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の促進

全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹

底を図るため「シートベルト、エアバック衝撃体感装置」を活用し

た体験教室の開催や、街頭キャンペーン等を積極的に推進する。

(3) 交通安全に関する教育事業の推進
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子ども、高齢者等いわゆる交通弱者の交通事故防止を図るため、次

の活動を推進する。

ア 子どもに対する交通安全指導

子供たちに交通ルールの遵守と交通マナーの必要性を理解させ

るとともに、子どもの交通事故を防止するため、街頭における保護

誘導活動の展開、及び幼稚園、小学校等における交通安全教室等を

開催する。

イ 高齢者に対する交通安全指導等と講習会の開催

高齢者の交通事故を防止するため、地域交通安全活動推進委員等

と連携して、高齢者交通事故防止重点地域に対する街頭活動や広報

活動を強力に展開する。また、夜間の交通事故防止に効果が認めら

れる反射材活用の奨励や、地域の実情に即した参加・体験型の交通

安全講習会等を開催するとともに、シルバーリーダーの育成にも配

意する。

ウ 自転車安全教育の推進

自転車安全教育推進委員会を開催するなど、関係機関・団体との

連携を強化して自転車による交通事故防止を図るとともに、次の安

全教育活動を積極的に推進する。

(ｱ) 自転車安全教育指導者の育成

県警察と連携して、自転車安全教育指導者を育成するための講

習会等を開催する。

(ｲ) チリリン・スクール（自転車安全教室）の積極的開催

警察署、自転車安全教育指導員等と連携して、自転車利用者の

交通ルールの遵守とマナーの向上を図り、自転車の安全利用を促

進する自転車安全教育を推進する。

(ｳ) 自転車大会の開催

第47回交通安全こども自転車神奈川県大会及び第５回交通安

全高齢者自転車神奈川県大会を開催し、ルールの浸透を図るとと

もに、こども自転車大会の代表チームを全国大会に出場させる。

エ 二輪車安全教育の推進

二輪車安全運転推進委員会を開催するなど、関係機関・団体との

連携を強化して二輪車による交通事故防止を図るとともに、次の安

全教育活動を積極的に推進する。



- 6 -

(ｱ) 二輪車安全運転指導員の育成

二輪車に関する知識・技能を有する指導員を養成し、二輪車運

転者に対する交通安全教育を推進する。

(ｲ) 二輪車大会の開催

第47回二輪車安全運転神奈川県大会を開催し、各クラス代表選

手を全国大会に出場させる。

(ｳ) 二輪車安全運転技能の向上

原付免許取得者を対象にした技能講習を行うほか、警察主催の

「二輪車安全運転講習」及び県二輪車普及安全協会が主催する「グ

ッドライダーミーティング」の開催を支援する。

オ 交通安全資器材の充実と活用促進

(ｱ) 新たな交通安全資器材を購入する等、資器材の充実を図る。

(ｲ) シートベルト・エアバック衝撃体感装置、自転車シミュレータ

ーなど、保有する交通安全教育用資器材の効果的活用を図る。

(4) 交通安全講習事業

運転者の資質の向上と交通事故防止に寄与するため、リアルタイム

な交通事故発生状況等交通情勢情報・資料の提供を行うなど､充実した

講習事業を推進する。

ア 更新時講習

イ 停止処分者講習

ウ 違反者講習

エ 警察署優良運転者講習

オ 原付講習

カ 免許証更新者に対する更新通知、高齢者講習及び違反者講習対象

者に対する講習通知

(5) 交通指導員事業

地域において交通ボランティア活動の中核をなす交通指導員の活動

をより効果的なものとするため、各地区交通安全協会と密接な連携を

図り、交通事故実態等交通情勢情報や資器材の提供を行うなど、交通

指導員事業を効果的に推進する。

ア 各季の交通安全運動、交通安全日をはじめとする地域の交通安全

活動等において、所轄警察署と連携した交通ボランティア中核とし

ての活動を展開する。
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イ 警察の指導を得て研修会や代表者会議を開催するなど、交通指導

員のレベルアップを図る効果的な組織運営を推進する。

ウ 交通指導員の士気高揚を図るための諸施策を推進する。

(6) 交通安全功労者及び優良運転者の表彰

交通道徳の普及高揚と交通事故の防止に資することを目的として、

次の事業を行う。

ア 県協会長表彰

交通安全に顕著な功績のあった個人、団体及び安全運転を励行し

他の模範となっている優良運転者に対する表彰等を行う。

イ 警察本部長との連名表彰

交通安全功労者、優良運転者に対する連名表彰事業を行う。

ウ 全日本交通安全協会会長表彰等への上申

全日本交通安全協会会長表彰、関東交通安全協会連合会会長表彰、

警察庁長官・全日本交通安全協会会長連名表彰及び関東管区警察局

長・関東交通安全協会連合会会長連名表彰の被表彰者の推薦事業を

推進する。

(7) 地区交通安全協会に対する連絡調整及び協力支援

ア 交通安全諸活動に対する支援

地区交通安全協会が実施する各種の交通安全活動に使用する交通

安全資器材のレンタル

イ 交通安全啓発活動の支援

ポスター、チラシの配布、広報資料の頒布等の支援

(8) 交通安全対策に関する調査及び研究

ア 県及び県警察と連携した交通事故分析の実施と活用

イ 外部機関・団体開催の研修会等への参加

ウ 各種交通安全活動の視察

２ 交通円滑化等支援事業

道路における交通の安全と円滑を確保するため、県交通安全活動推進

センターの活動として、次の事業を行う。

(1) 道路使用許可等に係る道路若しくは交通状況に関する調査

(2) 地域交通安全活動推進委員に対する研修、支援等

(3) 交通事故相談活動
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３ 免許関係事務等事業

免許取得者等の利便を図るため、次の事業を行う。

(1) 免許写真撮影

新規・国際免許等の申請書用写真希望者に対する迅速な写真撮影

(2) 免許証郵送

更新免許証の郵送希望者に対する住所地等への迅速な郵送

４ 食堂等経営事業

自動車運転免許試験場内各施設来場者等の利便を図るため、次の事業

を行う。

(1) 食堂及び売店の運営

(2) 交通安全関連物品の販売促進

５ 貸車、コース練習事業

運転免許技能試験及び各種実技法定講習等に必要な車両を保有し、適

切に維持管理して、試験・講習業務の効率的な運営に資するほか、免許

取得者や免許試験を受験しようとする者に車両を貸与するなど試験場コ

ースにおける練習者の利便に供する事業を効率的に推進する。
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